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歓談する講師の藤田廣登さん（左）と原田完会長（右）弓

第4,回平和のための
京都の戦争展開催！

弁
当
分
け
合
う
心
優
し
い
千
代
子
。
。
。
。

諏
訪
高
女
で
校
長
の
土
屋
文
明
の
薫
陶
を
受
け
て
育
っ
た

伊
藤
千
代
子
は
、
卒
業
後
の
代
用
教
員
時
代
、
凶
作
や
繭
・

生
糸
の
暴
落
で
弁
当
を
持
参
で
き
な
い
児
童
を
励
ま
し
、
教

室
に
残
っ
て
弁
当
を
分
け
合
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

講
演
は
、
「
時
代
の
証
言
者
・
伊
藤
千
代
子
」
を
出
版
さ

れ
た
藤
田
廣
登
さ
ん
。
講
演
者
を
取
り
囲
む
よ
う
に
並
べ
た

パ
ネ
ル
の
前
で
千
代
子
を
語
り
、
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

平
和
の
た
め
の
京
都
の
戦
争
展
」
が
、
７
月
羽
～
別
日
、

京
都
市
左
京
区
の
京
都
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
主
催
は
「
平
和
の
た
め
の
京
都
の
戦
争
展
実
行

委
員
会
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
立
命
館
大
学
の
国
際
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
同
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
で
あ
り
会
場
を
変
え
て
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
戦
争
展
は
今
回
で
第
俎
回
を

迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
下
で
、
密
に
な
ら
な
い

座
席
、
マ
ス
ク
の
使
用
、
部
屋
の
換
気
、
短
時
間
の
使
用
な

ど
に
注
意
し
て
の
開
催
で
し
た
。
約
７
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
京
都
府
本
部
は
、
今
年
も
展
示
と

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

「
婦
人
論
」
読
ん
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
め
ざ
め
。
：

＝E毒
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ｒ
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０

ん
な
に
す
ば
ら
し
い
世
の
中
が
開
か
代
子
は
北
海
道
か
ら
出
馬
す
る
労
農
で
生
を
絶
た
れ
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ベ
ー
ベ
ル
の
「
婦
人
論
」
に
出
会

い
、
「
こ
れ
だ
」
と
感
動
し
た
千
代

子
は
郷
里
の
友
に
書
き
送
る
。
「
女

の
人
が
覚
め
る
と
き
、
男
子
の
催
眠

術
か
ら
、
そ
し
て
自
己
の
自
己
に
対

す
る
催
眠
術
か
ら
覚
め
る
と
き
、
ど

た
。
そ
の
前
川
は
、
名
古
屋
出
身
の

１
９
１
２
年
生
ま
れ
で
西
村
よ
り
２

歳
若
か
っ
た
が
、
確
か
な
情
勢
分
析

を
す
る
な
ど
頭
脳
明
蜥
の
敏
感
な
青

年
だ
っ
た
。
１
９
３
７
年
、
日
中
戦

争
の
年
に
亡
く
な
っ
た
。

１
９
４
３
（
Ｓ
魁
）
年
吃
月
か
ら

そ
の
あ
と
、
西
村
ら
が
再
建
活
動

に
参
加
し
、
１
９
３
３
年
の
６
月
即

日
に
再
検
挙
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
点

で
党
活
動
で
も
刑
務
所
で
も
前
川
と

西
村
は
先
輩
。
後
輩
の
関
係
だ
っ
た
。

前
川
は
出
所
し
た
ら
新
体
詩
の
本
を

差
し
入
れ
る
と
い
い
、
岩
波
文
庫
の

土
井
晩
翠
の
詩
集
を
届
け
て
く
れ
た
。

堯
農
裂
電
操
穏
蕊

佐
藤
和
夫

西
村
清
三
と
い
う

生
き
方
（
断
章
）

ｌ
反
戦
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ

を
つ
ら
ぬ
い
て
－
②

P

１
１
１
１
I

つ

１
９
２
８
年
日
本
で
初
め
て
普
通

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
妬
歳
以

上
、
男
性
の
み
）
こ
の
と
き
伊
藤
千

時
代
が
結
ん
だ
青
春
。
：

れ
て
来
る
で
し
ょ
堯
巳

小
林
多
喜
二
と
伊
藤
千
代
子

１
１
１

１
９
４
５
（
Ｓ
釦
）
年
８
月
ま
で
、

南
ビ
ル
マ
（
現
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の

兵
姑
業
務
と
貨
物
廠
の
倉
庫
管
理
を

受
け
持
つ
「
森
第
８
２
２
４
部
隊
」

（
本
名
は
陸
上
勤
務
第
“
中
隊
、
暗

号
名
は
森
）
に
所
属
し
た
。
左
翼
前

歴
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
陸
軍

輔
重
兵
（
以
前
は
輔
重
輪
卒
と
い
わ

れ
軍
隊
の
人
夫
で
兵
隊
の
扱
い
を
受

け
な
い
存
在
）
と
し
て
、
１
９
４
４

年
３
月
に
発
動
し
７
月
中
旬
に
作
戦

中
止
と
な
っ
た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に

加
わ
っ
た
。
兜
才
の
上
等
兵
で
兵
姑

の
た
め
に
食
料
の
調
達
や
炊
事
か
ら

医
療
班
な
ど
も
や
ら
さ
れ
た
。
敗
戦

後
、
１
９
４
６
（
Ｓ
虹
）
年
７
月
に
、

日
本
共
産
党
に
再
入
党
し
、
京
都
市

伏
見
区
の
桃
山
細
胞
を
結
成
し
た
。

食
料
品
配
給
公
団
京
都
支
部
労
組
に

参
加
し
、
同
労
組
の
中
央
委
員
を
短

期
間
つ
と
め
、
同
公
団
細
胞
結
成
を

し
た
。
Ｄ
不
動
産
会
社
の
経
理
担
当

や
１
９
７
５
年
に
は
、
住
民
運
動
で

つ
く
ら
れ
た
府
営
団
地
に
隣
接
し
た

治
安
維
持
法
に
関
す
る
資
料
パ
ネ
ル
一

治
安
維
持
法
に
関
す
る
資
料
パ
ネ
ル

党
山
本
憲
蔵
の
選
挙
資
金
を
用
立
て

活
動
に
参
加
し
て
い
き
ま
し
た
。
小

樽
で
は
、
待
ち
に
待
っ
た
小
林
多
喜

二
ら
が
、
山
本
憲
蔵
を
迎
え
て
た
た

か
い
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

二
人
が
、
も
し
特
高
警
察
の
弾
圧

公
設
民
営
の
保
育
園
の
理
事
長
な
ど

も
加
年
以
上
勤
め
上
げ
た
。
こ
の
間
、

伏
見
区
の
選
挙
管
理
委
員
長
な
ど
に

も
つ
い
て
い
た
。
開
票
作
業
の
結
了

を
告
げ
る
拍
子
木
を
た
た
く
凛
と
し

た
姿
が
、
ダ
ン
デ
ィ
な
西
村
に
よ
く

似
合
っ
た
。
戦
前
の
非
合
法
の
政
治

活
動
を
強
い
ら
れ
た
西
村
に
す
脱
ば
、

万
感
の
思
い
を
込
め
て
拍
子
木
を
叩

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
戦
後
の
卵
年
代
に
は
、

「
新
京
都
文
学
」
「
文
芸
探
求
」
の

同
人
と
し
て
文
化
運
動
に
関
係
し
た
。

賀
川
真
也
子
著
の
「
京
都
戦
後
文
学

史
ノ
ー
ト
」
（
２
０
０
５
年
４
月
。

株
式
会
社
ウ
イ
ン
か
も
が
わ
刊
）
に

よ
れ
ば
、
戦
場
体
験
で
の
従
軍
慰
安

所
三
ヤ
ン
パ
亭
」
を
書
い
た
。
部

隊
の
左
官
ク
ラ
ス
殿
は
２
号
の
現
地

妻
を
持
ち
、
大
佐
と
中
佐
と
で
女
の

取
り
合
い
も
あ
っ
た
と
か
、
英
軍
機

の
空
襲
に
あ
っ
た
糧
秣
庫
の
数
を
水

増
し
し
在
庫
品
の
横
流
し
を
中
佐
や

大
佐
が
や
っ
て
い
た
こ
と
を
告
発
し

匡
縄
め
証
言
者
。
伊
藤
千
代
子
」

の
講
演
会
に
は
妬
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
幅
広
い
ご
協
力
や
募
金
を
頂
き

に
す
ば
ら
し
い
人
生
を
切
り
開
い
て

い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
室
１

２
０
２
１
年
度
府
本
部
総
会
に
全

国
の
同
盟
の
仲
間
た
ち
を
代
表
し
て

心
か
ら
連
常
の
ご
挨
拶
を
送
り
ま
す
。

京
都
府
同
盟
の
皆
さ
ん
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
脅
威
の
中
で
も
、
互

い
に
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、
府
本

部
と
支
部
が
団
結
し
て
会
員
拡
大
と

「
国
は
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
に
謝

罪
と
賠
償
措
置
を
執
れ
」
の
国
会
請

願
署
名
運
動
を
全
県
規
模
に
広
げ
る

た
め
に
奮
闘
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り

ま
す
。
私
は
、
京
都
府
同
盟
の
仲
間

た
。
皇
軍
の
腐
敗
ぶ
り
を
い
か
ん
な

ゅ

く
描
い
て
い
た
。
（
お
わ
り
）

京
都
府
本
部
総
会
へ
の

ご
挨
拶

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠

償
要
求
同
盟
中
央
本
部
会
長

増
本
一
彦

，
１
’
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の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を
評
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
安
倍
政
権
の
行
き
詰
ま
り

に
よ
っ
て
交
代
し
た
菅
政
権
は
、
①

発
足
直
後
に
日
本
学
術
会
議
会
員
６

名
の
任
命
拒
否
を
行
っ
て
学
問
。
思

想
。
信
条
の
富
田
を
躁
蹴
し
、
さ
ら

に
②
中
央
・
地
方
の
行
政
機
関
を
問

わ
ず
あ
ら
ゆ
る
国
民
の
情
報
の
「
デ

ジ
タ
ル
化
」
を
進
め
て
権
力
に
よ
る

国
民
監
視
社
会
の
構
築
を
企
急
、
③

安
全
保
障
と
テ
ロ
対
策
を
口
実
に
し

て
か
っ
て
の
戦
時
下
の
要
塞
地
帯
法

の
よ
う
な
「
土
地
利
用
規
制
法
」
を

強
行
し
て
米
軍
・
自
衛
隊
基
地
や
原

子
力
発
電
所
な
ど
政
府
が
窓
意
的
に

指
定
す
る
「
重
要
区
域
」
の
周
辺
の

住
民
へ
の
権
力
に
よ
る
監
視
と
気
勢

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
住
民
の
財
産

権
と
自
由
。
人
権
の
制
約
。
規
制
を

図
る
な
ど
、
『
米
中
対
立
』
の
渦
中

に
お
い
て
米
国
政
府
。
巨
大
企
業
と

の
い
っ
そ
っ
従
属
的
な
篁
學
同
盟
強

化
へ
の
道
を
突
き
進
も
つ
と
し
て
お

り
ま
手
凡
犠
牲
者
等
が
中
国
人
民
の
闘
い
に
連

ま
た
、
菅
政
権
は
、
国
民
の
コ
ロ
帯
し
て
侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配
に

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
先
進
諸
国
中
反
対
し
て
平
和
と
民
主
主
義
・
基
本

最
低
位
で
あ
る
こ
と
が
示
し
て
い
る
的
人
権
の
保
障
の
確
立
と
働
〆
皇
宮
の

よ
う
に
、
国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
暮
ら
し
と
経
済
。
文
化
の
向
上
の
た

る
施
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
め
に
生
命
を
賭
し
て
闘
い
抵
抗
し
た

を
せ
ず
に
、
医
療
の
崩
壊
の
危
機
と
歴
史
、
と
を
踏
ゑ
に
じ
る
よ
う
な
政

働
く
者
の
暮
ら
し
と
生
業
の
困
難
を
治
を
強
行
し
て
い
ま
手
乳

顧
ゑ
ず
「
非
常
事
態
宣
言
」
と
戸
目
こ
の
よ
う
な
情
勢
で
あ
る
か
ら
こ

粛
の
要
求
」
を
繰
り
返
す
だ
け
で
、
そ
、
私
た
ち
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国

国
民
多
数
の
反
対
と
危
倶
の
世
論
と
家
賠
償
要
求
同
盟
は
、
今
、
先
達
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
を
無
視
し
て
オ
ち
が
生
命
を
と
し
て
た
た
か
い
そ
の

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
礎
を
築
き
あ
げ
た
日
本
国
憲
法
の
両

開
催
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
性
の
平
等
（
現
在
で
は
、
さ
ら
に
発

他
方
、
中
国
も
ま
た
香
港
・
国
家
展
し
て
ジ
ェ
ン
牙
缶
遥
頭
辰
皇
ら

安
全
維
持
法
に
よ
る
市
民
へ
の
迫
害
に
も
と
づ
く
国
民
主
権
主
義
を
確
立

や
新
彊
ウ
ィ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
し
て
、
国
際
平
和
主
義
、
基
本
的
人

人
権
侵
害
と
民
族
差
別
な
ど
、
か
つ
権
尊
重
主
義
と
国
民
の
く
ら
し
・
経

て
自
国
の
軍
閥
支
配
を
打
ち
破
っ
て
済
。
文
化
の
向
上
を
目
指
し
た
「
闘

自
由
と
民
主
主
義
を
基
本
に
据
え
た
い
と
抵
抗
の
歴
史
」
を
深
く
掴
ん
で
、

人
民
民
主
主
義
の
実
現
の
た
め
に
幾
「
市
民
と
野
党
の
共
同
」
の
運
動
の

百
万
の
人
民
の
命
を
犠
牲
に
し
て
か
輪
の
中
に
入
っ
て
、
そ
の
発
展
に
力

ち
と
っ
た
成
果
を
、
そ
し
て
、
私
た
を
尽
く
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ち
日
本
の
先
達
で
あ
る
治
安
維
持
法
い
よ
い
よ
こ
の
秋
に
は
衆
議
員
議

員
総
篝
乗
罵
砿
を
灌
畢
ふ
り
王
乳

こ
の
選
挙
は
「
国
は
治
安
維
持
法
犠

牲
煮
證
對
罷
萩
腰
眉
措
置
鷺
秘
目

と
い
う
同
盟
要
求
実
現
す
る
第
一
歩

と
な
る
重
要
な
選
挙
で
あ
り
ま
一
％

私
た
ち
同
盟
は
、
小
選
挙
区
に
お

い
工
費
匙
幽
霊
澤
怜
堆
釈
孝
壱
、

「
市
民
と
野
党
の
共
同
」
の
た
め
に

最
も
尽
力
を
傾
け
る
候
補
者
と
政
党

の
勝
利
ｂ
躍
進
の
た
め
に
全
力
を
傾

け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
国
民
連
合

政
権
」
実
現
は
、
国
民
の
良
識
の
声

で
あ
り
ま
す
。

衆
誘
昌
露
櫻
塞
の
勝
利
の
に
但
鵬

会
員
さ
ん
を
さ
ら
に
増
や
し
、
国
会

請
願
署
名
も
自
主
目
標
の
達
成
に
向

か
っ
て
副
進
し
ま
し
ょ
童
ュ
そ
シ
ミ

来
年
６
月
の
全
国
大
会
を
２
万
名
の

会
員
を
擁
す
る
同
盟
組
織
に
発
展
さ

廿
一
ま
し
ょ
声
つ
。

皆
さ
ん
の
府
本
部
総
会
の
ご
成
功

を
心
か
ら
期
待
し
て
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
一
％
敬
具ト


